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有畜 農業
１はじめに

従来日本の農業は無畜農業であると評されてき

たが，しかし牛，馬の飼養頭数からいえば無畜農

業という貧弱な畜産ではなかった。金沢氏によれ

ば「役畜については単位耕地面積当りに対してま

ず世界の一流の密度をもっているといえる。国際

的に大づかみな把握をすれば100ha当りで日本は

４６頭，スイス63頭，オランダ31頭，イタリア25頭

ドイツ20頭，アメリカ11頭ということになる。叉

乳牛についてはオーストラリヤの１農場当り１２１

頭という例は別としてもアメリカ１農場当り５．８

頭，オランダ47頭，西ドイツ５０頭に比らべて日

本は著しく低かった」が，最近における増加の速

度は目ざましく昭和43年の１農家当り飼養頭数は

4.4頭（日本の場合は１農家当りなので外国の１

農場当りの頭数を直接比較することはむつかし

い）と箸るし<伸びてきている。ところで日本の

農業が無畜農業といわれた所以は，家畜がしっか

りと農業経営に根をおろした入り方をしていない

即ち役畜の場合その利用も年間僅かに30日前後，

しかも飼料は経営の残漕を利用するといった程度

で土地とのむすびつきがきわめて薄弱であった。

一方地力維持という点においても日本の稲作は，

水田湛水農業で灌概によって或程度の地力消耗を

防ぐことができたので厩肥も畑作程に大きな意味

をもたなかったものと思われる。或は耕種農業の

経営費節減的役割もしくは耕種農業の余暇を利用

しての畜産で，経済的計算もなされなかった。以

上のような理由からして無畜農業と評されたもの

と思うが，最近では耕種農業と密接な関連を保ち

つつ農業所得源として農家経済上に大きな役割を
果しつつある。

以上のことは沖縄の畜産についてもいえること

で経済性を考えない，超零細性の畜産経営が大部
分を占めていたといえよう。

使用され，それが政策として打ち出されたのが昭

和６年の有畜農業奨励規則である。本土の畜産は

一般に産業としての伝統と基盤が薄弱でややもす

ると家畜の改良増殖仁の孜急であって，農業経営

全体との関連における畜産の発達に対する考慮に

欠け耕種農業との融合に欠けていたといわれてい

た。そこで奨励規則を公布してその結びつきをつ

よめんとしたのがこの規則である。奨励規則のね

らいは厩肥，畜力利用等経営全体の改善に畜産を

有機的におりこむことを奨励するためであった。

有毒農業の定義について当時の資料によれば次の
ように述べられている。

「有畜農業とは，唯単に畜産物の生産およびそ

の収益を目的として耕種農業と平行的に家畜家禽

を飼養し或は副業的に畜産を営む農業もしくは牧

場の如き仕組糸で専門的に営まれるところの畜産

の如き屯のであってはいけない。厩肥利用を第１

の利点とし，畜力利用に第２の利点をおき，第３

に収益の多少を問題とする畜産のことである」と

いわれていた。最近では収益性の多少を第１の利

点とし，厩肥利用を第２の目標となし，畜力利用

を全く考えない畜産経営が多くなる傾向にある。

欧州においては，「家畜なくして農業なし」と

言われ家畜は農業経営上不可欠な生産手段であっ

た。しかしながら日本においては「家畜なければ

肥料なし肥料なければ農業なし」といわれ家畜は

全く糞畜的存在であった。日本の畜産は米作の発

展に伴う役畜或は役畜兼糞畜としての牛，馬が明

治，大正，昭和の初期におよぶ畜産の主流で，こ

れらは主として農業経営の残盗等で飼育されてい

た。しかし明治後半以後における畜産物の需要の

増大は商業的畜産を多少発達させた。例へぼ鶏，

豚，乳牛等がその例で，これら家畜の飼養に当っ

ては国内における購入飼料一製粉，製米，製麦，

豆腐製造等の副産物および輸入飼料に依存してい

た。家畜飼養のための労働は農業の他の部門と競

合しない形で，主として余剰労働力利用の形で行

なわれていた。なお本土の畜産は国家の保護育成

２有畜農業の歴史

有畜農業なる言葉は，昭和３年農林省で始めて
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別の飼養頭羽数，飼養農家戸数および１農家当

りの規模の推移を示したものであるが，就中乳

牛，鶏，豚等の頭数の増加は箸るしいものがあ

る。

先ず乳用牛についてみれば，飼養戸数は昭和３３

年の365万戸から漸次増加を辿り昭和38年には１０

カ年間の最高41.8万戸を示現したがその後漸減傾

向を辿っている。

飼養頭数は33年の65.4万頭から年を増加を辿り

４２年には137.6万頭と２倍以上に増加している。

飼育規模は33年の１．８頭から42年には４頭に増え

ている。飼養戸数の減にひきかえ飼育頭数の増加

は１農家当り飼養規模の拡大としてあらわれてい

る。

役肉用牛の飼養戸数は33年の215.4万戸を最高

としその後は年とともに減少を辿り42年には33年

の半分以下に激減している。飼養頭数も３３年の

246.5万頭を最高としその後漸減を辿り４２年には

箸るし<減少している。１農家当りの飼養規模は

３３年の1.1頭から42年には1.5頭と僅かの増加にし

かすぎない。役肉用牛は馬とともに農業経営にお

ける労働手段としての役割が動力耕転機によって

代替ざれ戸数頭数ともに減少の一途を辿ってい

る。しかし今後役肉用牛は役用としては激減する

向(本土）靴|皐言聖瀞⑰

によって発達してきた。そのため畜産の或部門，

例へぱ馬，めん羊，肉かんづめ，皮革等は軍需物

資として軍事的要請がつよく農家における畜産を

歪曲する方向で発展していったと言われている。

３戦後の畜産

戦後本土における畜産の発達は目ざましいもの

があるがその要因として考えられることは，先ず

第１に外部的要因としては，(1)我国の産業が軽工

業中心から重化学工業中心への転換(2)国民生活の

民主化傾向と相俟って畜産物の需要がと承に増大

したことである。第２に内部的要因として農業内

部の問題があげられると思うがそれは(1)農地改革

による士地所有の変化。(2)小作料の低減。(3)自然

科学の発達により農業技術が箸るし<発達し（品

種改良，農業の発達，耕転機の普及等）生産力が

箸るし<向上したこと。(4)農業生産力の顕著な伸

びにより資本の蓄積が増大したこと等によるもの

といわれている。

戦後日本の畜産は箸るしく伸びてきたといわれ

ているが、それが飼養頭羽数や飼養農家戸数或は

規模の拡大という点でどのような変遷を辿ってき

たかを概観して糸ることにしよう。

第１表は本土の最近１０カ年間における畜種

第１表家畜飼養の 動
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と思われるが肉用牛として叉新たな方向に発展す

るものと思われる。

豚は３７年の102.5万戸を最高としその後年とと

もに減少を辿り42年には65万戸に減少している。

しかし頭数は３３年の164.9万頭から４２年にはその

3.6倍に増加している。１戸当りの飼養頭数は３３

年の2.0頭から42年には9.2頭と５倍近くに増加し

ている。にわとりの場合戸数は33年の415.8万戸

を最高としその後漸減を辿り，４２年には半減して

いる。しかしながら羽数の方は年とともに増加し

42年には33年の2.5倍に増加している。１戸当り

規模も年々増加し42年には33年の５倍以上に伸び

ている。日本における畜産の主流である乳牛，豚

にわとりは飼養戸数の減にひきかえ頭羽数は増加

しているので規模の小さい農家が脱落し反対に規

模の大きい農家が規模を拡大したということであ

ろう。

次に沖縄における家畜の飼養状況をゑてふよ

う。まず飼養戸数であるが，乳牛の場合1959年の

147戸から67年には345戸と２倍以上に増加してい

る。役肉用牛は59年の9337戸から63年には11715

戸にまで増加したがその後減少を辿り６７年には１

万戸を健かに上廻る程度となった。‘馬は本士と同

様年々減少の一途を辿っている。豚は価格が不安

定でしかも変動がはげしいため戸数は６１年の56,

711戸を最高としその後増減をくりかえし67年に

は30364戸に減少している。にわとりの養飼戸数

は59年27503戸から６７年にはおよそ３分の１に激

減している。

一方飼篝頭羽数は，乳牛の場合59年の415頭か

ら67年には４倍以上に増加し，肉用牛は59年の

13,322頭から22704頭へ，豚は145,633頭から167,

071頭へ，にわとりは26,516羽から1,554,985羽へ

それぞれ増加している。就中伸びの箸るしいのは

乳用牛とにわとりで後者の場合６倍近くに増加し

ている。馬は本土の場合と同じく動力耕転機の普

及により頭数は年々減少を辿り59年に17,127頭も

飼われていたが67年には10,155（59年に対し41％

減）頭に減少している。

１農家当りの飼養頭数は，乳用牛，豚，にわと

りにおいてはその増加が箸るし<,59年の2.8頭，

2.6頭，１．１羽から67年にはそれぞれ5.2頭，5.5頭

162.4羽と大巾な増加を示し特ににわとりにおい

ては16倍以上に増加している。肉用牛は63年頃ま

では略一定数を保ってきたが67年頃から増加のき

ざしが設えている。馬は年とともに減少してい

’戸数一戸
単泣く頭羽数一頭

ｕ戸当り--頭
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(注） 沖縄畜産会報、 琉球の帝産１ 1966年は６月末、 その他の年は12月末現在である。２
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る。乳用牛，豚，にわとりにおける１農家当りのれに反し粗飼料を多く必要とする役肉用牛におい

飼養頭羽数の増加は，従来の１～２頭の少頭羽数ては栽培牧草の如き良質の飼料が少なく又農産物

飼育では収益性が低いということで頭羽数を増やの残澄や牧草或は畦畔草等の低質の粗飼料におい

したこと或は協業もしくは企業者による大口飼養ても決して満足とは言えない飼料基盤において頭

が増えたことによるものであろう。数は年々減少の一途を辿っている。北海道を除け

戦後本土の畜産は，濃厚飼料の大部分を輸入に ぱ一般に飼料基盤が貧弱であるため大規模畜産の

依存する形で伸びてきたといわれ，特に士地との 発展を阻害しそのため生産費高を招来し，従って

結びつきの弱い乳用牛，豚，にわとりの如き畜種労働報酬も耕種のそれよりも低いのが普通であ

を中心にして著しく発展してきたのである。こった。

第３表国内産、輸入別濃厚飼料需給単位：千ｔ

給供 量
膿需要量 粗飼料 厚飼料

国内産｜輪入合 計１実数｜割合１－許
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（注）１農林水産統計２．（）内は割合を示すす。

家畜の濃厚飼料の需給状況を輸入，国内産別に 僅かづつであるのに対し，濃厚飼料は箸るい､増

永れぱ第３表の通りである。先ず総需要量に対す加を辿っている。濃厚飼料は昭和35年に国内産６７

る粗飼料と濃厚飼料の割合をみれば，昭和37年前％に対し，輸入が33％で全供給量の３分の２は国

者の比率43％に対し，後者の比率は57％で濃厚飼内産によってまかなわれていたが，家畜頭羽数の

料の比率が幾分高目であったが，４１年頃から濃厚増加に伴い輸入飼料への依存度が高くなり，４３年

飼料の比率が６割以上を占めるようになった。粗においては逆に輸入が６割以上，国内産が３割内

飼料の給与量も年々増量されているがその増加は外に減少している。

第４表沖縄における配合飼料需要量の推移単位：ｔ
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6,517

1,747

９，０７４

３，１０８

１２，１８２

３０，１４２

３０，９１４

６１．０５６

養
豚
用

８．２６４

1４，０６０

２１，０６９

３５，１２９

23,305

20,358

43,663

3０．１６３

養
鶏
用 2６．４６１

5６．６２４

郷’
@ｍ=’

Ａ
Ｂ
Ｃ

1５．４９８８，９９５

２０，９２５

２９，９２０

2５，７５２

２１，９９４

４７，７４７

3９，５０１

３４，０２３

７３，５２４

計. 2１．８４３

3７．３４１

(注）１．沖縄畜産会報（３号） 沖縄畜産会1969.5 ２．Ａ 生産量 Ｂ＝輸入量 Ｃ＝計
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沖縄における配合飼料の需要量の推移をふれ

ば，乳牛用，養豚用，養鶏用ともに生産量，輸入

量は年とともに増加し，乳牛用の飼料は63年の１７

ｔから68年にはこれが18倍に増加した。

養豚用は63年の870ｔから68年には12181ｔと１４

倍に増加し又養鶏飼料は63年の29,034ｔから68年

には２倍以上に増加している（第４表参照）。

益性も至って低位であった。

役肉用牛の飼養の型は大体４つに分類されそれ

が地域的な特色をもっていた。飼養に関する４つ

の型は次の通りである。

（１）生産型飼蓋

これば子牛の生産を主目的とし合わせて畜力の

利用や厩肥の生産を副目的として飼育する形態で

ある。この型は草地に恵まれた山間奥地に多くみ

られ中国や九州地方が従来からの子牛生産地とし

て知られていた。

（２）使役型飼養

この類型は，畜力利用が主目的で，使役後の廃

牛は短期間の肥育により肉の生産にも役立ちその

副産物たる厩肥は耕地の地力維持上重要であっ

た。これは一般に耕地面積が広い平坦な地域に広

く行なわれた型である。

（３）肥育型飼養

この型は肉に仕上げるのが主目的で，併せて役

畜としても利用されるが，その副産物たる厩肥は

地力の維持増進上重要であった。この型は使役地

帯或は消費都市の近郊もしくは水田裏作の発達し

た地域に飼養が盛んであった。

（４）育成型飼養

これば子牛の育成を主目的とし，併せて役用に

もいくらか利用され，副産物たる厩肥は地力維持

上重要であった。この型は前記の３地域と混在し

て飼育ざれ明瞭な区分はなかった。（第５表参照）

以上の４類型は，段々とその様相を変えていっ

た。例へぱ今まで使役もしくは育成牛地帯として

栄えた地域が肥育地帯に転換したり或は今までの

肥育地帯が食肉の需要増大に伴いその規模が拡大

概要

４肉牛経営

本士で飼育されている和牛の大部分は黒毛改良

和種で全体の75％を占め，次いで褐毛改良和種が

20％，その他（無角和種，短角種）が５％となっ

ている。これを飼養規模別にふれば１頭飼育が全

体の94％で，２頭飼育が５％，３頭以上の飼育は

僅かに１％という零細経営である。このような役

肉用牛飼養の零細性は，農業内部における稲作の

副産物一いれわら’米ぬか或は畦畔草等を利用

し，その代り畜力或は厩肥を経営に供給し農業生

産力の維持或は発展に貢献してきたのである。従

って耕作規模と牛の飼養頭数とはほぼ正比例をな

し大体50～60ａに対し牛１頭の割で飼養されてい

た。日本の１農家当りの耕作面積は平均lha余な

ので牛の飼養頭数もせいぜい’～２頭飼いが多か

った。従来役肉用牛の飼養はそれ自体で収益をあ

げるということではなく米麦作経営における生産

手段として取扱われ子牛や育成牛の販売による現

金収入は農業経営上重要視されてはいたが，それ

は耕種生産の副収入的に考えられ販売価格はいく

ら以上でなければ引き合わないという経済計算は

なかったのである。飼養規模の零細性は労働も非

能率的となり，経済計算を考えない家畜飼養は収

第５表肥育の種類とそ の概妥

期間｜肥育仕川重｜目標肉質肥育の種類，素牛の后年令Ｉ肥育船齢脳｜醐馴鍛尹沸舳㈹

肥育

〃

〃

〃

〃

〃

才
月
月
４

ケ
ケ
｝

６
６
３

５～６ケ月

11～12ケ月

100～150日

(中期）’260～27Ｍ,，加二［用

’450~４８０１(長期）’１１

(巾短期）’500～６００１１１－１～上

去
勢
牛

5～８才

3～５才

8～11才

6ケ月

２才

坂本四郎

Ⅲ~川ｕｎｎｌ繍皿喜工占
紀2ケFil壼長1期iiⅢi)■』腓501並
!＝:ｹﾘﾎﾟ長期洲Ⅷ~Ⅲ｜⑪

雌
牛
一
雄
牛

〃

〃

肉牛経ｌｉｉｉｌ 昭和42年４月
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されたりして色々と変化があらわれてきた。今後育の方が多くなりつつある。雄牛の肥育は肉質が

の肉牛経営は草資源に恵まれた山間奥地の生産地悪いため今後は余り増えないだろうといわれてい

帯を中心として，育成地域は肥育地帯をその内部る。去勢牛の若令肥育は，生長力が旺盛な時期を

叉はその周辺に立地せしめ一つの団地を形成して利用する肥育であるので(1)増体量が大で飼料の効

いくであろうといわれている。 率が高いこと。(2)飼料も牧草等の自給飼料の利用

が多いため飼料費が安くつく。(3)素牛の供給が多
Ｌ肥育経営 <入手が容易である。(4)枝肉の大きさや質が手ご

肉用牛の飼養形態は前記の如く４つの型に分類ろで需要が多いこと。(5)肥育技術も容易で多頭飼

されるが，ここではその中の肥育経営についてそ育に達するという特徴をもっているため将来伸び

の種類と概要について述べたいと思う。 る可能性が大きいといわれている。

肉用牛の肥育は従来去勢牛の壮令肥育と雌牛の次に肥育経営における生産構造とその収益性に

普通肥育が多かったが，最近では去勢牛の若令肥ついて考察してふたいと思う。

第６表肉用牛生産費 １頭当り円（全国平均）

Ｅ－Ｔ雨卵Ｔｌ三b1MJFmiLITl-[萩~'二ＩＦﾘﾙi;fj二EJJf繩

虹一朏螂Ⅳ剛伸忰牌岼信
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７
５
０
３
９
７
１

和
・
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両
姐
師
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姐
別
冊
一

比
一
触
Ｌ
風
生
込
３
９

和
3９

２０，１４１

１，２６１

昭和
４０

１０，２２７

１，０５５

３８，８６１

１，９５２

１，００８

５７８
４
６
２
８
１
９

和
一
弘
的
別
塊
乃
⑫

９
’
９

５
１

３
３

昭
一

％２
７
６
２
７
５

●
●
●
●
●
●

８
０
８
１
０
０

２

2３，９１０

１，１９９

飼育労働費

諸材．料〃

飼料〃

建物〃

農具〃

賃料料金

侃牛償却費

素畜〃

費用合計

副産物価額

第１次Ｉ生産貸

資水利子

地代

第２次生産灘

飼料費/賊入
内訳（自給

１３，９６２１

L２Ｕｌ
4８．１６５4８，７９４

２，０２６

１，１１０

８３５

5０．８７２

3.616 4.214

１．９８９ 2.228

2.855 3.250

８．４２８ ８．８１６

６０．１

１００．０

８３，２０５

１３１，６７５

５，３９７

１２６，２７８

３，２０７

３２５

１２９，８１０

２３，３１７

１２，５４５

86,637

140,318

５，５１７

１３４，８０１

３，９０６

３７６

１３９，０８３

２５，８０８

１３，０５３

102,691

170,629

７，１５９

１６３，４７０

8６．４５５ 100.0429４，４８９ 100.0

2２．３７７ 2０．７９９2０．３４２

7９．２４３64.087 7４．１４７

4,7591 7.796 9.793８，８７０

１，４５９

８４，４７６

７，６７４

４３，１９８

1.173３５３

１６８，５８２

３３，３５１

１５，４４３

1.264

7３．１３８ 9０．２０９

８，８１６

３９，３４９

1０．０１４

4３．９５６

（注）農林省統計調査部

昭和39年以降３カ年間における肥育牛の生産費

をみるに，各費目とも年々増加を辿り第２次生産

費において40年は39年に対し７％，４１年は前年に

対し21％の増加率を示している。生産費目中比率

の高い項目は素牛の購入費用で各年とも６割を上

廻っている。素牛費に次いで高い費目は飼料費

で，４１年の場合28.6％を占め，素牛費，飼料費と

合わせて全体の９７％を占めている。飼料費を自

給，購入別にその割合を見るに，各年とも購入飼

料費の比率がもっとも高く３９年が65％，４０年が６６

％，４１年が68％で年とともに購入飼料費の割合が

増加しつつある。３９，４０年の自給飼料費は購入飼

料費のおよそ半分，４１年の場合は半分以下であ

るＯ

肥育牛の販売価格は昭和39年が130,337円,40,

41年はそれぞれ133,970円，175,154円なのでこれ

を第２次生産費と対比してみれば，３９，４１年はそ

れぞれ527円，6,572円の純収益をあげているのに

対し，４０年は5,113円の損失となっている。しか

し農家にはいる所得からすれば副産物収入として

３９，４０，４１年ともそれぞれ5,397円，5,517円，7,

159円の見積り収入があるわけである。

肥育牛の収益性を飼育形態別に糸れぱ第７表の

ように，農家の手中に入る所得は去勢若令肥育

－７



第７表肥育牛の収益性

｜平均｜めす肥育
代:利子）（Ｍ135,2071132,035
（厩肥等）（B）５，３９７，3,567

貢地代､利子）（C）’12,876110,456

B-c）：｝;i二二J跳価額

単位･･円

平均

１３５，２０７

５，３９７

１２，８７６

１１６，９３４

１３０，３３７

１３，４０３

103,5時

１３０

１，０３６

去勢壮令肥育

１４６，９０９

６，７８９

１３，６６９

１２６，４５１

１３２，４４９

５，９９８

１０５．０

５７

４５７

去勢若令肥育

１０８，４１１

４，８４８

１３，４４６

９０，１１７

107,376

１７，２５９

１２０．０

１４４

１，１５１

理J観肥育

総費用（合地代：利子）（A）

副産物価額（厩肥等）（B）

所得的費用（自家労賃地代、利子）（C）

差引（Ａ－Ｂ－Ｃ）⑪

肥育牛販売価額⑧

所得（Ｅ－Ｄ）⑪

労働時間（G）

労働時間当所得客⑪
労鋤１日当所得（Ｈｘ８）

（注）農林省統計調査部

197,957

１０，４４７

１８，１１３

１６９，３９７

１７８，３１０

８，９１３

１４１．０

６３

５０６

16,091

7８．５

205

１，６３９

昭和39年

牛生産

均

７３，１３８

３４，８７２

－３８，２６６

第８表肉牛子

－－－－－－－－．．｜平
第２次生産費⑨｜
子牛販売価額⑧｜
企業利潤（Ａ－Ｂ）（C）’
生産費中所得的費用｡｜
所得（C+D)＿⑥｜

鱸識雰圏｜
（注）農林省統計調査部

の収益性

’里
’β､、､

単位：円

毛

７４，０１９

３３，１８４

－４０，８３５

褐毛

４７，８８９

３４，００６

－１３，８８３

２４，５４９

１０，６６６

１８３．６

５７

５０９

ｆＨＥ
‘、、、 角

８１，２８２

４５，３５０

－３５，９３２

３０，４１８

－５，５１４

１８５，９

２７，２８２

－１３，５５３

２０１．６

2９．１９０

９．０７６

224.9

（注）農林省統計調査部昭和３９

が最高で，めす牛肥育に対しては僅かに７％の収

入増でしかないが，去勢牛壮令飼育に対してはお

よそ３倍，又理想肥育に対してはおよそ２倍の所

得となっている。

労働１日当り所得はめす牛肥育の方が断然高く

壮令肥育に対し3.5倍，理想肥育に対し３倍強に

当り，若令肥育に対し42％の所得の増加を示して

いる。

飼料を増産して多頭飼養化し労働節約的技術を導

入して生産費の安い子牛を生産することが要請さ

れるであろう。次に子牛生産の生産構造とその収

益性について検討して承よう。

肥育牛経営との相異は，子牛生産費の中に素畜

購入費がなく，それに代るものとして母牛の減価

償却費があらたにはいっていることであるが，し

かしその費用はそれ程大きな比重を占めるもので

はない。生産費目中比率の高い費目は飼料費と飼

育労働費で昭和41年の場合この２費用が全体の

78.9％を占めている。その他の費用は微々たるも

のでその比率も10％以下にしかすぎない。比率の

高い飼料費を購入，自給別にその割合をふれば，

41年では購入飼料費が81％，自給飼料費が19％で

肥育牛の場合と同じ傾向にある。この購入飼料の

一部を自給飼料によって代替することができれば

生産費の低減に役立ち農家の所得も増加すること

になる。（第６表参照）

生産農家における子牛の販売価格をみれば昭和

39年は34872円だから第６表の子牛生産費の第２

２．子牛生産経営

子牛の生産型飼養には二つの型がある。その一

つは優良牛生産地帯における優良子牛の生産型飼

養で，他の１つは普通牛の生産型飼養である。前

者は親牛の優秀なものを飼育し小規模な飼養で多

労的な飼育技術で子牛を生産する型で，後者は一

般的な子を取るための飼育である。生産型飼養の

特徴は，自給的粗飼料を主体とし，野草やいね

わらを中心としてそれに若干の濃厚飼料で飼われ

労働多投的な管理技術で，しかも零細経営が多く

収益性は一般に低かった。しかし今後は良質の粗

８



次生産費と対比すれば，38266円の赤字となる。飼育すること或は飼養規模の拡大，飼育その他に

ところで40年以降子牛の価格も上昇し40年に５．３ついて省力技術を導入することもしくは子牛販充

万円，４１年には３９年の２倍以上の7.6万円になっ方法の改善，牛取引の合理化や牛小作の近代化等

たがそれにしてＭ０，４１年とも赤字経営となる。があげられている。

40年の場合生産費をまかない得ず31,386円の赤字
３．育成牛経営

であり，４１年も14,369円の損失となる。肉牛子牛

の収益性について畜種別にゑたのが第８表である 育成牛の経営は生後６カ月位の子牛を購入して

が，純収益はどの子牛もマイナスで特に黒毛和種これを成牛として販売する経営で，成牛価格と子

の方が損失は大きい。（第８表参照）牛の購入価格との差額が目的である。この経営に

従って労働当り所得は時間当りでも１日当りで（よ雌牛育成と去勢牛育成，雄牛育成の３つの型が

しマイナスになる。ひとり所得がプラスになった ある。雌牛育成は生産地帯の繁殖用雌牛又は雌牛

襯毛種だけが時間当りにも，１日当りにも所得が の素牛に仕上げる育成であり，去勢牛育成は役利

生じたわげであるがそれにしても１日当り509円用が多かった頃は使役地帯又はその周辺で行なわ

では少ないと思う。子牛生産のこのような低収益れていたが，役用の減少に伴いこの育成地帯は肉

の原因は，まず規模が零細で，非能率的であり，牛肥育や他の家畜飼養に変りつつある。雄牛育成

しかも経済計算を軽視した'慣行'1勺飼養技術により（土ごく少数の高価な種雄牛をつくることでこれ仁

多労的な技術体系および飼料給与の不合理性或はは特別な技術が必要とされている｡(第９表参照）

経営技術の低さもしくは流通の不合理性等があげ育成牛の生産構造並に収益性について考察して

られている。収益性を高める方策としては草資源承ることにしよう。先ず育成牛１頭当りの生産費

が豊富で面積が広く放牧地が取れるような適地でをみるに，肥育牛の場合と同様子畜購入費がもつ

第９表育成牛１頭当り生産費単位：円％

〆

平 均 育ｂＲｉ規模

生産費｜内 自給

１９，５５４

６７５

２４，８６７

２２

構lJlii比

１９．２

１．２

３５．６

１．１

０．４

ｑ７

４１，８

１００．０

２頭

８，３４０

５２５

２０，３２３

８３８

２８５

６７１

３７，７２７

６８，７０９

４，８６７

１，４６１

６，３２８

６２，３８１

２０６

７９２

６３，３７９

１頭

２６，８１０

１，６６１

４６，４９１

1,293

５１８

７４３

４５，７１８

１２３，２３４

１０，１３４

１１，３０７

２１，４４１

101,793

３００

３，９９５

106,088

１，３０７

107,395

８５，０５９

１３．８

６．１

３０８．５

贄
〃
〃
〃
〃
金
費
肥
用
費
子
費
〃
費
格
間
令
間

計

産
産
産

働
料
料
入
利
計
生
代
利
生
売
生
価
期
月
時

料
物
具

入
売
成
牛
働

労
料
購
厩
役
次
木
次
算

材
費
販
育
素
労

養
飼
建
農
賃
畜
小
－
く
Ｉ
副
産
物
１
地
資
２
販
ｒ
ｌ
１
１
ｌ
Ｉ

売
参
考

飼
諸

孑
第
第
販

１９，５５４

１，２１５

３６，２１０

１，１１３

４２７

７１５

４２，５７９

１０１，８１３

８，０６５

７，４３９

１５，５０４

８６，３０７

２６３

２，７３７

８９，３０９

７９３

９０，１０２

７３，６４６

10.3月

5.9月

229.7時

4５，１１８

6３，３７９

５６，００９

４．９

５．４

１０７．７

(注）農林省統計調査部 昭和37-38年
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とも高く昭和38年の場合全体の41.8％を占め次い

で飼料費の35.6％，飼養労働費の19.2％の順とな

っている。これら３費目の費用が全体の96.6％と

高い比重を占めている。規模別の費用についてふ

れば，第２次生産費は２頭飼いの方が１頭飼いに

比し41％も割安である。細部の費用についても２

頭飼いの方が安い，例へぼ飼養労働費では２頭飼

いは１頭飼いの３分の１以下であり又飼料費は半

分以下である。（第10表参照）

①
■
Ａ
ｄ
ａ
■
。
■
グ
ー
ｊ
タ
ロ
ョ
凸

第10表育成牛１頭当り収益性 単位：円

平 均 １頭飼養

１０７，３９５

８５，０５９

－２２，３３６

３１，００５

８，７６９

３０８．５

２８

２２７

２頭飼養

６３，３７９

５６，００９

－７，３７０

販
育
企
生

費
牛
費

売成業産所労時１働働

算入生産贄（A）

販売価額⑧

利潤（Ｂ－Ａ）＝(C）

中の所得的費用、

得（Ｃ＋Ｄ）⑧

働時間⑥

間当り所得客(c）
日当り所得（Ｇ×８）

９０，１０２

７３，６４６

－１６，４５６

２２，５５４

6,098

229.7時

２７

２１２
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ゴ
ヨ

、
、
う
ぐ
丘
己
一
ブ
フ
プ
五
一
０
〃
二
「
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旧
Ｅ
■
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｜
ブ
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ー
一
Ｆ
〃
｜
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去
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が
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月
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と
△
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麺
一
四
「
音

韻
下
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ロ
ロ
■
二
乞
弐

９．３３８

１，９６８

１０７．７労
労 1８
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(注）農林省統計調査部昭和37-38年

収益性の面から１頭飼いと２頭飼いを対比して

ゑれぱ，１頭飼いは２頭飼いに比し高く販売され

ているが，生産費が箸るし<高いため損失は大き

く２頭飼いの３倍以上となっている。１，２頭飼

いとも販売価格は生産費を補償し得ず赤字となっ

ているがこれは多頭飼育の有利性を暗示している

ともいえよう。１日当り労働所得は，１頭飼いの

方が高くなっているがこれは生産費中の所得的費

用が２頭飼いの場合は非常に少ないことに原因し

ている。

い収益性を期待することはむつかしいといわれて

いる。

世界的にも叉国内的にも肉類の不足が呼ばれそ

の増産がつよく要請されている今日，肉用牛につ

いてその生産構造と収益性について述べることは

意義があることと思い，浅学非才を顧みず筆を取

ったわけであるが何しろ研究不足で十分にその意

をつくせなかったことは遺憾である。叉紙面の都

合で肉用牛以外の家畜については全くふれていな

いがそれらの家畜の生産構造や収益性は後日の機

会にゆずりたいと思う。（池原真一）
５むすび

有畜農業については沖縄でも昭和の初頭施策と

て打ち出され奨励がなされたことは本土の場合と

同様であるが，家畜と農業経営との結びつきとい

う点で畑作の多い沖縄では厩肥による地力維持は

大きな成果をあげ得たといえる。しかし他の２面

即ち畜力利用（宮古地区における馬の利用を除

き）および収益性という点ではそれ程大きな成果

はあげ得なかったように思う。最近における濃厚

飼料への依存度の高い都市近郊の企業的もしくは

協業経営例へぱ乳牛や豚或はにわとりの如き家畜

の飼育は経営とのむすびつきはそれ程考えなくて

も収益性は相当高めることが可能であるが粗飼料

への依存度の高い畜産例へぱ肉用牛の如き家畜の

飼養に当っては経営とのむすびつきが薄弱では高

1０


